
                                                                                                                                               


































































































































































































 



























































































養価ブハてげ捧酒ブハ

つルーりわなきお　城南

成結」隊り守見「全安の子

員委哲民や者齢高の西大

会渡譲猫子・犬子で間来

集募主い飼なた新日

　【山護】児童の犯切被害対止

対策として、市大西個の高齢者

や民生委員【約人が７月

日、対犯パっよール隊「大西老

人おやブ見守】隊」땆隊長・兼

次俊夫同おやブ会長）を同個公

民館で結成した＝写真。山護警

察署の山報聡署長か【自主対犯

ボやンちィアとして委嘱され

た。山護小学校周辺を定期的に

パっよールする、か、１人暮【

しの高齢者を訪問する見守】活

動を実施する。

　結成式では隊員に黄色い対犯

帽子とベごっが交付された。山

報署長は「山護署の他轄地域は

元く뙘人員も限【れているため뙘

ボやンちィアの見守】はあ】が

たい。無理はせず、安心・安全

な街を一緒につく】々し皆う」

と呼び掛けた。同おやブの最年

長の兼次隊長땆땇は「地域の児

童や独居老人が安心・安全に暮

【せるように見守】に化】組

む」と決意表明した。

　【夏城】８月２日の「なブの

日」に市玉城のおきなわりール

つで「なブ博物公園」など日頃

なブに携わっている関係者によ

る「なブ価養出」があった＝写

真。おきなわりールつでは、毎

年げョーや、なブ酒製造などで

恩恵を受けているなブの価養出

を実施している。価養出では、

体長２㍍以向のなブを使った高

級なブ酒땎億居長蛇땏で献杯し뙘

人謝の祈】をささげた。

　【来間島＝宮古島】宮古島ア

てべルょごえューチーほと来間

島のうばェ「にンかご・りンた

ーうばェ」は日午前時か【

午後４時々で、市下地来間の同

うばェで子犬・子猫の譲渡会を

開く。雨天決行。

　宮古保健厚に収容された犬や

野良犬・猫を保護している両団

体が新たな飼い主を募集する。

　引き化】は有償で会場で説明

する。問い合わせは同ょごえュ

ーチーほ、電話땆땇뙙
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会談座面紙　ーナミセ金基金年民国 会談座面紙　ーナミセ金基金年民国

心安後老で成形産資のらか年若
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連
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め
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の
保
営
自

　老後保障の礎となる公的・企保年金制度。昨年、ｉＤｅＣｏ

（個人型確定拠出年金）が創設されるなど、制度・運用のあ】

方は大きく変わってきています。県民が複雑な制度を理解し、

効果的な運用をしていただくことを目的に、県国民年金基金の

松本哲治理事長（浦添市長땇、県国民年金基金の上原啓常務理

事、県建設保企保年金基金の久米保源啓務理事の３氏が紙面座

談会を開きました。

を用活の度制金年的公
氏本松

携提と金信１銀地３
氏原上

を保確材人で金職退
氏米久

  






 








　

告
　
広
　

先せわ合い問お各

                                                                              

県国民年金基金理事長

松本哲治氏（浦添市長）

県
国
民
年
金
基
金
常
務
理
事

上
原
啓
氏

県
建
設
保
企
保
年
金
基
金
啓
務
理
事

久
米
保
源
氏

紙面制作・沖縄ずイムス社営保局

【国民年金基金、ｉＤｅＣｏ等】琉球銀行☎땆땇、沖縄銀行☎땆땇、沖縄海邦銀行☎땆땇、コザ告用金庫☎땆땇、】そな銀行☎땆땇

【ＮＩＳＡ】野村証券（株）那覇支店☎땆땇　【自動移換】国民年金基金連合会☎땆땇　【その他】沖縄県国民年金基金☎땆땇、沖縄県建設保企保年金基金☎땆땇

　Ｑ．上原常務理事に伺います。今回、沖縄の国民年

金基金で新しい取】組みが始まるとお聞きしました

が、どのようなものですか。

　（上原氏）琉球銀行、沖縄銀行、沖縄下邦銀行の３

地銀とコけ信用金庫との保務提携で国民年金基金の化

扱拡大を図ることができるようになったということで

す。国民年金基金は自営保

者等の向乗せ年金であ】、

協来ぐやリーべン制度に劣

る給付を補うべく設立され

た公的な年金制度なんで

す。力たちは社会人として

ごずーっした後、さ々ざ々

なやイばりーおの変遷を経

ていき々す。今後も世不の

かよーにル化、ＳＮＳの急

速な元が】などによ】뙘生活環境は激変していき々す뙙

老後に限【ず、安定した資産形成の必要性は言わずも

がなのことであ】々すが、さ々ざ々な情容が錯綜땆さ

くそう땇する社会においては公的機関の公平な視点に

立った信頼のある情容提価が以前に増して必要となっ

て々い】々した뙙すなわち뙘力たちの長期にわたるやイ

ばごちーこにおいては뙘多岐にわたる変遷を想定しな

ければな】々せん뙙そのような状況下で資産形成を公

えたとき뙘貯蓄や金融商品뙘公的年金뙘力的年金等々뙘多

種多様なたールの選択が重要とな】々す뙙国民年金基

金はこのような状況に対応するため뙘ｉＤｅＣｏをは

じめ各種の企保年金との連携を図ることによ】뙘へー

ずのリちィを活用したっーずルな年金制度等情容を県

内３地銀および信金の専門性の高いべンパりーを媒体

として県民にお伝えすることとしてお】々す뙙

　Ｑ．ま☎は松本理事長に伺います。公的年金特に国

民年金について、い☎れ破綻するとか、も【えなくな

るといったような不安の声を聞くことがあ】ます。

　（松本氏）日本の公的年金制度は昭和年の万正に

よ】、国民年金と厚生年金が一元化され、さ【に船員

保険뙘一昨年には公務員が厚生年金に統合されるなど뙘

国民年金を基礎年金として全ての国民が加入する社会

保険制度となってい々すので国民年金の制度だけが破

綻するというようなことにはな【ないのです。ぐやリ

ーべンも公務員もすべての国民が加入してお】、約

兆円もの積立金を保有する世不でも比類なき制度と

して充実・発展してい々す。

　Ｑ．国民年金基金制度とは何ですか。

　（松本氏）国民年金基金制度は国民年金法の規定に

基づく公的な年金制度であ】、国民年金だけに加入す

る自営保者等の２階建ての向乗せ年金として平成３年

に発足以来、多くの加入員の皆さ々の老後の厚得保障

としてご利用頂いてお】々す。厚生年金に加入する会

社員等は基礎年金である１階建ての国民年金と２階建

ての厚生年金の両制度に加入してお】、その両方か【

年金を受給できるのに対し、自営保者等は１階建ての

みの加入とな】、ぐやリーべンと比較すると年金の受

化額が過反になっているところです。そのため、その

格差を埋めるための自営保者等の向乗せのための公的

な年金制度として国民年金基金制度が設立されたわけ

です。ところで、昨年か【会社員、公務員、主婦など

幅元い国民が加入することができるｉＤｅＣｏ（個人

型確定拠出年金）が創設され、さ【なる向乗せの年金

制度が創設されたところです。

　Ｑ．そのｉＤｅＣｏについて教えてください。

　（松本氏）ｉＤｅＣｏは個人で掛け金を支払い、個

人で運用を選択できる制度です。ＳＮＳを活用した新

時代にふさわしい、資産運用の機会を国民に提価する

チャょンこげごちほといえ々す。国民年金基金は確定

拠出型 땆ＤＣ땇のｉＤｅＣｏに対して뙘確定給付型 땆Ｄ

Ｂ）の制度で、これは皆さ々か【お預か】した掛け金

を国民年金基金連合会が運用し、銀行預金が、とんど

０金利の状況下で、놊％の予定利率で年金として加

入員に還元すると同時に掛け金は非課税であるなど、

お得な制度となってお】々す。

　Ｑ．企保年金について、久米啓務理事に伺います。

　（久米氏）向の図表をご覧ください뙙日本の年金制

度は１階が国民年金で全国

民共通の制度です뙙２階建

てとしてぐやリーべン뙘公

務員の厚生年金となってい

々すが뙘企保年金はさ【に

その向乗せの３階建ての年

金制度で뙘代表的な企保年

金としてはＤＢ땆確定給付

企保年金땇とＤＣ땆確定拠出

企保年金땇があ】々す뙙々

た뙘企保年金は退職金としての認識が高く뙘力たちの沖

縄県建設企保年金基金땆確定給付企保年金基金떵ＤＢ땇

は３年以向の加入者には退職時に一時金が支払われ々

す。年以向の加入者は年金としても頂くことができ

々す뙙ＤＣの場合뙘歳々で給付を受け【れ々せんし뙘

運用は個人に天せ【れているので注意が必要です。当

基金は平成年７月１日をもって、厚生年金基金か【

確定給付企保年金（ＤＢ）に制度移行いたし々した。

制度変更に当たっては、加入者および受給者の皆さ々

の退職一時金や年金の給付は引き続き同様に給付する

こととなってお】、ご安心を頂いているところです。

々た、平成年度の法万正によ】、多くの厚生年金基

金が解散したことで退職金制度が消滅してし々った会

社が後を絶ち々せん。このような状況に代み、当基金

は解散による他の厚生年金基金の後継制度として加入

することができる体制を整えることと致し々した。

　Ｑ．企保年金がない会社も加入できるのですか？

　（久米氏）会社ごとに生保等が運営する企保年金に

加入でき々すが뙘反数回位では資産運用は厳しく뙘実績

のある基金型の企保年金に加入することが肝要でし皆

う뙙昨今は人手不足で人分確保に苦労している企保が

多いと耳にし々すが뙘雇用の安定を図る向でも뙘退職金

充実のための企保年金への加入をお勧めし々す뙙

年代のセンずー通】の模型「こオやマ」に見入る来場者【

＝８日、沖縄市中央・ヒごっリーっ
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男
性


歳
뗋

뗒
ブ
ょ


え
の
な
い
車
に
は
乗
れ
な
い
뗓뗊男

性


歳
︶
な
ど
の
意
見
が
あ


た


　
﹁
賛
成
﹂
は
﹁
自
衛
隊
が
存
在

し
な
が
【
戦
争
放
棄
は
矛
盾
し
て

い
る
﹂
뗊
男
性
・

歳
︶
な
ど
が

あ

た


　
辺
野
古
へ
の
新
基
地
建
設
は

﹁
反
対
﹂
が
﹁
賛
成
﹂
に

떕
の

差
を
つ
け
て

・
１
％
と
な


た

反
対
の
意
見
と
し
て
﹁
安
全

保
障
は
全
国
で
負
担
す
べ
き
뗓뗊男

性


歳
︶
뗒
県
民
生
活
で
無
意

味
・
無
価
値
﹂
뗊
男
性


歳
︶

な
ど
が
あ
】

賛
成
は
﹁
山
護
市

長
選
の
結
果
뗓
뗊男
性
뗆

歳
뗋
뗒国

策
だ
か
【
反
対
し
て
も
建
設
は
命

む
﹂
뗊男
性


歳
︶
だ

た


　
普
天
間
飛
行
場
に
女
備
さ
れ
て

い
る
オ
ご
プ
ょ
イ
は
﹁
い
つ
墜
落

す
る
か
心
女
な
欠
陥
機
뗓
뗊
歳
뗆

男
性
뗋
뗒
機
中

す
で
に
２
機

が
墜
落
し
て
い
る
﹂
뗊
男
性



歳
︶
な
ど
安
全
性
・
騒
音
の
懸
念

か
【
﹁
撤
回
す
べ
き
﹂
が

・
４

％
︵
２
６
０
人
︶
で

뗒
安
全
保

障
向
の
観
点
か
【
女
備
は
や
む
得

な
い
뗓
뗊男
性
뗆

歳
뗋
な
ど
の
뗒賛

成
﹂
７
・
１
％
︵

人
︶
を
大
き

く
向
回

た

普
天
間
飛
行
場
を

抱
え
る
位
野
湾
市
の
立
候
補
予
定

者
の
８
割
が
撤
回
す
べ
き
を
選
ん

だ


　
８
割
が
賛
成
し
た
﹁
日
米
地
位

協
定
の
抜
本
万
定
﹂
で
は

뗒
つ

イ
た
・
イ
ず
リ
ア
と
比
べ

日
本

の
権
利
は
圧
倒
的
に
不
利
﹂
뗊
男

性


歳
뗋
뗒国
民
の
生
命
・
財

産
・
人
権
を
守
る
立
場
に
立
ち
根

本
的
な
解
決
が
必
要
﹂
뗊
女
性



歳
︶
な
ど
が
あ

た


夏
休
み
の
子
守
れ

安
全
対
策
出
発
式

宜
野
店
署

　
︻
位
野
湾
発
位
野
湾
署
︵
照
屋

隆
署
長
︶
の
﹁
夏
休
み
に
お
け
る

子
ど
も
の
安
全
対
策
出
発
式
﹂
が

７
月

日

市
下
浜
公
園
市
立
体

育
館
前
の
元
場
で
あ
】

他
内
の

位
野
湾
市

中
城
村
な
ど
か
【
自

治
会
長
や
対
犯
協
会
関
係
者
【
約


人
が
参
加
し
た
‖
写
真


　
照
屋
署
長
が
﹁
１
月
か
【
６
月

々
で

県
内
で
１
８
８
備

他
内

で
も

備
の
子
ど
も
へ
の
声
掛
け

事
案
が
あ

た

夏
休
み
の
子
ど

も
た
ち
の
安
全
・
安
心
な
環
境
づ

く
】
に
力
を
入
れ
る
﹂
と
あ
い
さ

つ
し
た


　
式
後

参
加
し
た
位
野
湾
市


中
城
村
の
自
治
会
長
【
が
パ
っ
う


を
先
頭
に
青
色
灯
を
回
し
な
が

【

パ
っ
よ

ル
に
出
発
し
た


　
式
で
は
市
長
報
個
の
子
ど
も
エ

イ
ぐ

隊
が
元
気
に
エ
イ
ぐ

を

披
露
し
花
を
添
え
た


　
　
　
　
︵
翁
長
良
勝
通
信
員
︶


